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研究成果の概要（和文）： 

 環境計画・設計プロセスと日欧の比較研究を通して、身近なオープン・スペースを、「地域の
自然環境の修復・再生」、「環境学習」、「住民参加」、「子どもの遊び」の場として活用できるよ
うな新しい環境デザインの手法と環境学習のプログラムの開発を試みた。 
研究成果の概要（英文）：Designing and preserving the urban space as wildlife habitats and 
spaces where children can play is a very important issue nowadays. And “Children’s Play” 
is an important experience in learning about the structure of nature. We tried to discuss 

how to plan and manage the existing open spaces from a landscape planner’s point of view 
focusing on the methods used to plan it; the planning process as a whole and how the 
schoolchildren participated in this process. 
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１．研究開始当初の背景 

 身近に残された緑地や河川などの自然空
間やオープン・スペースを、生物多様性を保
全しながら、子ども の「遊び」と「環境学
習」を目的として再生・創造していくことは、
現代の都市において重要な課題である。また、
子どもにとって「遊び」は、自然のしくみを
知り、生活の知恵を身につけるための重要な
体験であるが、特に日本の都市部では、かつ
て誰もが体験できた遊びや体験型の環境学
習*を実践していくことは難しいのが現状で
ある。 

 

２．研究の目的 

 身近なオープン・ スペースを、「地域の
自然環境の修復・再生」、「環境学習」、「住
民参加」、「子どもの遊び」の場として活用 
できるような新しい環境デザイン,活用の手
法と環境学習のプログラムを開発すること
を目的とした。 
３．研究の方法 

 環境デザインを行う際、複 の  を っ
た重 的空間の設計を 本的な  方とし
て し、特に子どもたちの多様な ク  
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  ゙  が生まれる空間が生成するような
計画・設計を行った。また、生態心理学者 J.J.
ギブソンの提唱する「 フォーダンス理論」
を応用した。このようなしくみを取り入れる
ことにより、押しつけの教育ではなく、子ど
もの自発的な学習の効果が生成されると 
 られた。 
 
４．研究成果 
 身近に残された緑地や河川といった自然
空間やオープン・スペースを、生物多様性を
保全しながら、子どもの「遊び」と「環境学
習」を目的として再生・創造していくことは、
現代の都市において重要な課題である(Ito 
et al.,2003)。 
 子どもにとって「遊び」は、自然のしくみ
を知り、生活の知恵を身につけるための重要
な体験である。しかし、宅地開発等により身
近な自然環境が減尐している中で、特に日本
の都市部では、かつて誰もが体験 できた遊
びや体験型の環境学習を実践していくこと
は難しいのが現状である(伊東ら,2004)。 
 一方、北欧 諸国、ドイツなどの欧州では環
境教育が積極的に行われている。このような
国々では、環境教育は教育関 係者の間だけ
で行われているのではなく、環境運動に携わ
る様々な NGOと学校とが連携することにより
進められている。近年の研究では、例 ばノ
ル ェーにおいては、地域の小学校周辺のオ
ープン・スペースを子どもの遊び場・環境教
育の場として位置づけ、その重要性について
議論されている(Fjortoft and Sageie,2000)。
日本においては、これまで、森林公園(伊東
ら, 2004)、小学校ビオトープ、街区公園、
河川公園を実際に設計し、その活用について
のモニタリングを行っている (Ito et 
al,2010)。 
 本研究では、実際の計画・設計プロセスを
通して、身近なオープン・スペースを、「地
域の自然環境の修復・再生」、「環境学習」、
「住民参加」、「子どもの遊び」の場として
活用できるような新しい環境デザインの手
法と環境学習のプログラムを開発すること
を目的として研究を行っている。特に住民参
加、子どもの参画による実際の環境計画・設
計・活用のプロセスと連動させて進めた。現
在求められているのは、子どもに、 直接的
体験を可 にする環境デザインであると 
 ている。 
  Tuan(1992)は、人間の子どもについて以下
のような指摘をしている。ほ乳類の若い個体、
特に人間の子どもが遊び好きであることは、 
しばしば観察されてきた。幼児の遊びには、
別にはっきりした目的 があるわけではない。
ボールを投げたり、積み木を積んでは崩すこ
とは、動物的な精神の表現である。このよう
なしくみをデザインするにあたり、生態心理

学者 J.J.ギブソンの提唱する「 フォーダ
ンス 理論」を応用しデザインに取り入れて
いる。 フォーダンス(affordance/英動詞 
afford からの造語)とは、環境が動物に提供
するも のであり、人間の知覚に関する見方
である。 
 これまでに設計を行ったビオトープや公園、
河川空間においては、子どもを含む地域の
人々が空間と関わっていくことを想定して
デザインを行っている。その結果として、子
どもや人々の様々な ク  ヴ   が生
まれ、このことが、空間や文化の多様性を評
価する指標になりうると  ている。 
 地域の生態系保全という観点から議論し
た場合、日本でも学校ビオトープ計画がいく
つもの小学校で計画・運営されてきているが、
これらの中には、生態系復元を重視し過ぎる
あまり、子どもたちが入れない場所となって
しまったり、また一方で、地域の生態系を 
慮しないで作られているものも多く、本来そ
の地域に生息しない生き物や外来種の移入
や放流により学校ビオトープが地域の生態
系を破壊するような事例も出てきている。こ
れらの問題点は、計画そのものが一部の大人
の主導によって行われたり、地域の生態系に
関する十分な議論や教育がなされないまま
ビオトープが計画、運営されてきた結果であ
ると  られる。また、学校ビオトープは、
あくまでも人工の自然（擬自然）であり、自 

図１学校ビオトープにおける子どもの遊び 
 
然は簡単には再生することが困難であるこ
とを優れた自然地域での環境教育と学校ビ
オトープの比較を通して子どもたちに認識
させることは極めて重要な問題である(伊東
ら,2003)。そうでなければ、自然は簡単に再
生できるのだといった認識が生まれ、逆効果
になってしまう恐れが多分にあることを 
 ておく必要があろう。 
 今後、植物種、動物種と子どもの遊び、 
ク  ヴ   との関連について継続して
データを解析中であり、さらに環境と子ど
もの関係をもとにした生態心理学的な環境



デザインを提案していきたい。 
 

 
図２ 毎年成長する学校ビオトープ 
 
 

 
図３ 施工後の夜宮公園めぐり坂池 
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